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名
張
商
工
会
議
所
は
、
三
月
二
十
九

日
（
木
）、
名
張
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

ア
ス
ピ
ア
に
お
い
て
、
平
成
三
十
年

第
一
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
川
口
会
頭
よ
り
、「
名
張

の
二
十
九
年
下
期
景
況
調
査
の
結
果
、

業
況
に
つ
い
て
は
前
回
よ
り
改
善
し

て
い
る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
悪
化

を
予
測
し
て
い
る
。
経
営
上
の
問
題

点
で
は
人
手
不
足
、
人
材
育
成
等
人

材
に
関
す
る
課
題
が
増
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
経
営
者
の
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
る
廃
業
も
予
測
さ
れ
、
今
後

は
事
業
承
継
に
も
取
り
組
ん
で
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
当
所
に
お
い
て
は
、
名
張
市
に
お

い
て
の
産
地
形
成
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
に
「
名
張
・
ワ
イ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

三
月
一
日
に
（
株
）
國
津
果
實
酒
醸

造
所
が
設
立
さ
れ
た
。
今
秋
に
は
第

一
号
の
ワ
イ
ン
を
醸
造
す
る
予
定
で

進
め
て
お
り
、
今
後
も
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
ま
た
、
木
津
川
上
流
河
川
工
事
事

務
所
に
よ
る
名
張
川
の
引
堤
改
修
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
関
連
事
業

と
し
て
景
観
整
備
や
周
辺
の
利
活
用

に
関
す
る
事
業
も
検
討
可
能
な
の
で
、

ご
意
見
等
が
あ
れ
ば
会
議
所
と
し
て

要
望
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
平
成
三
十
年
度
は
名
張
商
工
会
議

所
創
立
六
十
周
年
と
な
る
の
で
、
記
念

式
典
、
講
演
会
の
実
施
、
記
念
誌
の
発

行
を
予
定
し
て
い
る
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。
最
後
に
本
年
度
も
桜

ま
つ
り
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
皆
様

方
に
ご
協
力
を
頂
き
お
礼
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
四
月
七
日
の
イ
ベ
ン

ト
に
は
是
非
ご
来
場
い
た
だ
き
た
い
。」

と
挨
拶
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
報
告
事
項
の
後
、
議
案
審

議
に
入
り
、
平
成
二
十
九
年
度
各
会
計

収
支
補
正
予
算
案
、
平
成
三
十
年
度
事

業
計
画
案
並
び
に
各
会
計
収
支
予
算

案
な
ど
十
六
議
案
の
審
議
が
な
さ
れ
、

全
て
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
並
び
に
各

会
計
収
支
予
算
概
要
は
次
頁
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。）

平
成
三
十
年
度  
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
を
承
認

平
成
三
十
年
第
一
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催



104
凝りにグイッと納得の

要予約　070-2648-8902

営業時間：10時～12時　最終受付：20時
火曜定休　桔梗が丘3番町1-37

会議所ニュース　第 607 号 ⑵

――  基 本 方 針  ――
　我が国の経済状況は、デフレ脱却に向けた諸施策等によ
り、業績改善が中小企業にも裾野が広がってきたように見
えますが、特に小規模事業者にまで及んでいるという実感
は薄い状態が続いております。
　さらに地方では、人口減少という構造的な課題を抱え、
地域経済の需要が停滞、縮小傾向に加え、後継者不足等
で事業者の減少も加速化するなか、いかに域外の需要・消
費・投資を取り込みつつ、地域内で経済の好循環を生み出
すかが重要であります。
　本年度も引き続き三つの柱を掲げ、諸施策の推進を図っ
てまいります。
１．地域産業の活性化
　地域の雇用と所得を生み出す地域産業の活力強化への取
組が重要であることから、商工会議所が地域経済コンシェ
ルジュとしての役割をしっかり発揮できるよう中小企業・小
規模事業者の生産性の向上や経営力向上を促す伴走型の
経営支援を強化すると共に創業・起業や新事業展開の支援、
次世代に円滑に引き継がれる事業承継に向けた取組を支援
してまいります。
　また、地産地消による地域内経済循環の拡大とともに、
経営発達支援計画に基づき地産外商による販路拡大など
域外需要の取込み支援にも積極的に取り組んでまいります。
２．地域資源の活用
　『名張・ワインプロジェクト』は、ワインの醸造・販売を
中心に事業経営を行う新会社が設立され、今後、醸造許
可免許の取得等の手続きを経て、いよいよ本年秋には名張
のワイナリーで醸造した初ワインが出来上がることとなり、
名張産ワイン元年の年となります。
　また、市内には、地酒、ぶどう、伊賀米、伊賀牛などの
農産品やお菓子、伊賀焼，組紐など、地域内外に誇れる多
くの特産品や資源の活用で地域産業の拡大を図る取組が重
要であり、行政、関係団体等と連携しながら、その支援に
取り組んでまいります。
３．地域・まちの再生
　日本の人口が減少し、いかに地域が生き残れるかという

都市間競争の時代に名張市が選ばれる都市となるため、移
住・定住・交流人口の増加対策が重要です。特に空き家所
有者と創業、事業拡大や移住等に意欲のある方々をつなぐ
制度づくりなど、空き家・空き店舗の増加に対応する諸施策
を行政、関係団体等と連携しながら、具体的な検討を進め
てまいります。
　なお、本年度は創立６０周年にあたることから、記念事
業を実施し、会員企業を始め地域の皆様と共に歩み、積み
重ねてきた歴史や価値を共有するとともに、さらに魅力ある
商工会議所を目指し、その役割、使命を果してまいります。
　引き続き本年度も、上記基本方針に沿って、会員の皆様
のご理解、ご協力と各部会・委員会との連携のもと、諸施策、
諸活動を展開してまいります。

――  活 動 方 針  ――
【活動テーマ】
　企業と地域から信頼される地域経済コンシェルジュを目指
します。
【活動の方向】
１．地域産業の活力強化

中小企業・小規模事業者の生産性向上、経営力向上を
促進する経営支援体制の強化を図ります。

２．地域資源の最大活用
地域資源を活用した地産地消、域外需要の取込みや新
たな産業形成、ブランド力の強化を図ります。

３．地域・まちの再生
多様な主体の連携、資源の活用等の取組を支援し、移
住・定住・交流人口の増加につなげる地域・まちの活
性化を図ります。

４．商工会議所機能の充実・強化
商工会議所の諸活動の充実、交流機会の拡大、組織
財政基盤や情報発信力の強化に努め、組織の信頼性
の向上を図ります。

５．会館の機能、運営管理の充実
名張産業振興センターの機能、運営の充実と適正管理
に努め、地域交流拠点としての役割強化を図ります。

平成30年度 名張商工会議所 事業計画



の
ぼ
り 祭

⑶ 第 607 号　会議所ニュース

■新入会員企業のご紹介
平成30年2月9日から平成30年3月5日までに当所へご入会頂き、本紙への掲載をご了解頂きました皆様です。
（ご入会日順）

事 業 所 名
㈲井上植物園名張支店
行政書士　木田順久事務所
東明商事㈱
学び場　HOME  BASE
㈱ D・G・Y

代表者名
井上　昌登
木田　順久
中山　　鋭
中原　　崇
山﨑　大輔

所　　在　　地
名張市瀬古口491-1
名張市桔梗が丘2-1-23
名張市夏見2863-3
名張市朝日町1282-1
名張市結馬字外垣内72

事 業 内 容
花、種、苗、農薬、農業資材販売
行政書士
日常雑貨の輸出
学習塾
土木、建築工事業

■平成30年度　各会計収支予算（単位：千円）
■一般会計収支予算
《収入の部》

款
1.会費
2.特定商工業者負担金
3.事業収入
4.補助金及び交付金
5.雑収入
6.繰入金
7.繰越金

収入合計

本年度予算額
30,130
430
5,060
2,309
306

17,800
195

56,230

《支出の部》
款

1．事業費
2．管理費
3．繰出金
4．積立金
5．予備費

支出合計

本年度予算額
11,890
16,634
26,500
1,000
206

56,230

■中小企業相談所特別会計収支予算
《収入の部》

款
1.補助金
2.会議所負担金
3.事業収入
4.繰越金

収入合計

本年度予算額
38,680
17,500
1,350
10

57,540

《支出の部》
款

1.経営改善普及事業費
2.一般事業費
3.予備費

支出合計

本年度予算額
55,628
1,780
132

57,540

■特定退職金共済制度特別会計収支予算
《収入の部》

款
1.共済事業掛金収入
2.企業年金契約給付金受入
3.雑収入
4.一般会計繰入金
5.繰越金

収入合計

本年度予算額
17,930
20,000

5
450
35

38,420

《支出の部》
款

1.共済事業給付金
2.管理費
3.積立金
4.予備費

支出合計

本年度予算額
20,000
1,006
17,400

14
38,420

■共済事業・労働保険事務組合特別会計収支予算
《収入の部》

款
1.手数料収入
2.交付金
3.事業収入
4.一般会計繰入金
5.雑収入
6.繰越金

収入合計

本年度予算額
11,300
2,420
20

5,550
8
82

19,380

《支出の部》
款

1.事業費
2.管理費
3.雑支出
4.予備費

支出合計

本年度予算額
500

18,844
1
35

19,380

■退職資金積立金特別会計収支予算
《収入の部》

款
1.繰入金
2.雑収入
3.繰越金

収入合計

本年度予算額
2,000

3
68,194
70,197

《支出の部》
款

1.退職給与金
2.積立金

支出合計

本年度予算額
1

70,196
70,197

■財政調整資金積立金特別会計収支予算
《収入の部》

款
1.繰入金
2.雑収入
3.繰越金

収入合計

本年度予算額
500
4

88,853
89,357

《支出の部》
款

1.繰出金
2.積立金

支出合計

本年度予算額
20,800
68,557
89,357

■名張産業振興センター運営管理特別会計収支予算
《収入の部》

款
  1.テナント家賃収入
  2.テナント共益費収入
  3.貸室使用料収入
  4.テナント電気使用料等収入
  5.会議所負担金
  6.事業収入
  7.財政調整資金積立金繰入金
  8.雑収入
  9.繰越金

収入合計

本年度予算額
10,967
3,706
17,700
1,410
3,000
410
3,000

5
32

40,230

《支出の部》
款

1.水道光熱通信費
2.法定点検費
3.管理費
4.清掃費
5.租税公課
6.事業費
7.会館営繕積立金
8.予備費

支出合計

本年度予算額
7,520
1,960
23,510
2,620
2,991
650
500
479

40,230



●弥生会計入力支援　●経理事務代行
●経営計画創業支援　●金融機関紹介
●相続税

経営革新等支援機関（財務局・経済産業局 認定）

初回相談30分無料

会議所ニュース　第 607 号 ⑷

　2月1日に国の平成29年度補正予算が成立し、人材不足が深刻化
する中小企業向けに「生産性革命」を支援する予算が大きく盛り込ま
れました。多くの事業者にとって関心の高い補助金を紹介します。

①小規模事業者支援パッケージ事業（通称：小規模持続化補助金）
○予算額：120億円
○補助対象者：小規模事業者　小規模事業者の販路開拓等を図

る場を提供する取組を支援します！！
○事業概要
1.小規模事業者が将来の事業承継も見据え、ビジネスプランに基づ

いた経営を促進していくために商工会議所と一体となって経営計
画を作成し、販路開拓に取り組む費用を支援します。

　賃上げ等の従業員の処遇改善を実施する事業者について補助上
限を増額するとともに、事業継承にむけた取組を実施する事業者
を重点的に支援します。

2.補助上限額：50万円、100万円（賃上げ・海外展開・買物弱者対
策等）、500万円（将来の事業継承を見据えた共同設備投資等）

3.補助率：2/3
○受付期間：平成30年3月9（金）～5月18日（金）【当日消印有効】
○申請・提出先：日本商工会議所　小規模事業者持続化補助金　事務局

②ものづくり・商業・サービス経営力向上支援事業（通称：ものづくり
補助金）

○予算額：1,000億円
○補助対象者：認定支援機関の全面バックアップを得た事業を行う

中小企業・小規模事業者
○事業概要　本事業は中小企業・小規模事業者が、認定支援機関

と連携して生産性向上に資する革新的サービス開発・試作品開
発・生産プロセスの改善を行うための設備投資等を支援します。

※専門家を活用する場合は補助金上限額が30万円アップされま
す。

【企業間データ活用型】
補助上限額：1,000万円（補助下限額：100万円）　補助率：2/3
複数の中小企業・小規模事業者が、事業間者間データ・情報を共
有し、連携全体として新たな付加価値の創造や生産性の向上を
図るプロジェクトを支援。

【一般型】
補助上限額：1,000万円（補助下限額：100万円）　補助率：1/2
中小企業・小規模事業者が行う革新的なサービス開発・試作品

開発・生産プロセスの改善に必要な設備投資等を支援。
【小規模型】

補助上限額：500万円（補助下限額：100万円）　補助率：1/2
（小規模事業者は2/3）
小規模な額で中小企業・小規模事業者が行うサービス開発・試
作品開発・生産プロセスの改善を支援。（設備投資を伴わない試
作開発等も支援）

○受付期間：平成30年2月28日（水）～4月27日（金）【当日消印有効】
○申請・提出先：三重県地域事務局　三重県中小企業団体中央会

③サービス等生産性向上IT導入支援事業費（通称：IT補助金）
○予算額：500億円
○補助対象者：中小企業・小規模事業者
○事業概要

中小企業等の生産性向上を実現するため、バックオフィス業務等
の効率化や新たな顧客獲得等の付加価値向上（売上向上）に資
するIT導入支援を行います。
想定する主なITのイメージは以下のとおりです。
・簡易税務・会計処理　　・POSマーケティング
・簡易決済　　　　　　　・在庫・仕入れ管理
・顧客情報管理・分析等
※補助対象とするITツール（ソフトウェア・サービス等）には、パッ

ケージソフトの本体費用やクラウドサービス導入・設定費用等
を含みます。

○補助額：15万円～50万円　補助率：1/2

本情報は，国の平成30年度当初予算案等に盛り込まれてい
る事業に関するものもあり、事業公募の際には、事前予告な
く変更される場合があります。
・詳しい情報は、中小企業庁ホームページをご覧下さい。
　　http://www.chusho.meti.go.jp/
・中小企業・小規模事業者の未来をサポートするサイト「ミ

ラサポ」を開設しましたので、こちらもぜひご覧下さい。
　　https://www.mirasapo.jp/

　名張商工会議所ではその他補助金の紹介や申請に必要な事業計
画の立て方など支援させていただきます。お気軽にお問合せくださ
い。☎0595-63-0080（経営支援課）

補助金を活用して自社の成長や生産性向上につなげよう!!

事業資金融資情報
日本政策金融公庫国民生活事業普通貸付（基準金利）…1.81〜2.40%

平成30年3月20日現在

小規模事業資金 ……………………………………………1.60％
平成30年3月20日現在

中小企業相談所

学 習 の

ひ ろ ば

公募開始間近

公募受付中！

公募受付中！



自分史、冊子、ポスター、チラシ、
名刺、ハガキ等の印刷も承ります！

⑸ 第 607 号　会議所ニュース

日　時　平成30年6月5日（火） 13：30～15：30（予定）
場　所　伊賀市上野丸之内500
　　　　ハイトピア伊賀3階　ホールB
内　容 「わかりやすい　会社の決算・申告の実務」につ
　　　　いて
講　師　上野税務署　法人課税部門　上席国税調査官
受講料　法人会員・上野商工会議所会員・名張商工会議
　　　　所・伊賀市商工会の会員（無料）
　　　　その他は、2,000円（事前申し込みが必要）
主　催　一般社団法人伊賀法人会
　　　　伊賀市上野丸之内500　ハイトピア伊賀3階
　　　　☎ 24-5774　FAX 24-5796

　当所も構成団体となっている名張市産業チャレンジ支援協
議会の『名張市空きスペース等有効活用委託事業』に採用さ
れた、株式会社 松阪電子計算センターのレンタルオフィス事
業が昨年12月19日始動しました！
　場所は澄んだ空気と緑に囲まれた自然の中にある旧滝之
原小学校の２階。
　オフィスは４部屋（28㎡・56㎡）、その他、多目的スペース、
会議室を完備しており、セキュリティーも万全！！
　月極・一日利用・時間貸しと用途に合わせたご利用が可能
です。
利用料金については、
<月極利用の場合>
28㎡（25,000円）　56㎡（50,000円）と創業を応援する値段
設定となっています。
詳しくは、下記HPをご覧いただくか、お問い合わせください。
見学等も受付けておりますので、お気軽にお声掛けください。

株式会社　松阪電子計算センター　名張総合サービス
　　　　 （旧滝之原小学校跡地）
名張市滝之原1050番地　☎0595-41-0365（担当：富永）
http://nabariss.jp/office/sindex.html

　204号室 (オフィススペース)　 56㎡

決算・申告実務研修会の日程について

電 話 応 対 研 修 を 開 催

　3月27日（火）午後2時より午後3時30分まで、株式会社ＢＩＺサ
ポート代表取締役　山口彰敏氏をお招きし、「ＩＴ導入補助金の
活用法」というテーマで開催しました。
　今後、公募が予定されている「ＩＴ導入補助金」について、補
助金の概要、申請における注意点及び採択ポイント、ＩＴ導入補
助金の申請事例等について詳しく解説されました。
　なお、このセミナーは、平成２８年７月に名張商工会議所が名
張地域内各金融機関と結びました「地域産業の振興に関する
連携・協力協定」に
よる「中小企業・小
規模事業者の経営
力向上支援」に基
づき、北伊勢上野信
用金庫と名張商工
会議所共催で実施
したものです。

　３月９日（金）名張商工会議所と日本電信電話ユーザ協会の
共催による「電話応対研修」を萩原麻美氏を講師に迎え開催し
ました。
　今回は、ビジネス電話応対の基礎を再確認するとともに、お客
様との良好な関係性を保つためのコミュニケーションスキルの習
得を目指すためのセミナーで、受講された方々は積極的なディス
カッションによって、自分で改善点に気付いたり、具体的なフィード
バックをお互いに行うなど熱心に取り組まれていました。
　研修終了後、受講された方に電話応対技能検定(もしもし検
定)を受験いただきました。

電話応対技能検定（もしもし検定）とは
2009年にスタートした　｢電話応対技能検定(もしもし検定)｣
は、｢お客様に喜ばれるビジネス電話応対｣の実現、電話応対
のエキスパートとして即戦力になり得る社内の指導者の育成
を目的とした検定制度です。
4級→3級→2級→1級と段階を踏んで講座を受講することで必
要な知識を修得しながらステップアップしていくことができます。

中小企業生産性向上対策セミナー
「ＩＴ導入補助金の活用法」開催

　　　　　 創業・起業希望の方必見!!
名張市空きスペース等有効活用委託事業

～名張市産業チャレンジ支援協議会～

トピックス



受付営業時間：9時～20時
亀井商事　名張市夏見291
受付営業時間：9時～20時
亀井商事　名張市夏見291

会議所ニュース　第 607 号 ⑹

期間：４月１６日～６月２９日
　本キャンペーンは『商工会議所福祉共済制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所様の福祉向上にお役立
ていただくことを目的としています。
　当所職員・アクサ生命保険(株)推進員（共済制度引受会社）が会員事業所様をご訪問致しました節には、お時間を賜
りご検討いただきますようお願い申し上げます。
　生命共済制度　　入院給付金付災害割増特約・ガン重点保障型生活習慣病一時金特約付
　　　　　　　　　定期保険（団体型）＋商工会議所独自の給付制度
福利厚生制度にご活用いただけます
～特徴～
①　業務上・業務外を問わず24時間保障
　　※掛金はＡコース1,480円/月額から
②　毎年収支計算して余剰金があれば配当金も！
③　自動更新で医師の診査はありません
④　商工会議所独自の給付制度が充実しています
＊ご加入にあたっては、パンフレット、重要事項説明書（契約概要・
　注意喚起情報）を必ずご覧ください。

【お問い合わせ先】
　名張商工会議所　☎0595-63-0080
　アクサ生命保険㈱　津営業所名張分室　☎0595-63-1521

　主な業務内容

　創業、経営、金融、税務、経理、労務、情報化などの卜一タルな相談・支援を行っています。例えば、「融資や助成金など事
業資金」、「販路拡大」、「経営戦略の立案」、「記帳、年末調整や確定申告」、「事業主や従業員の労働保険」、「簿記や珠
算などの検定試験」、「行政への意見の具申」、更には「専門家の活用」、「支援機関との連携」などのほか、従業員表彰、成
人病検診、また業種ごとの部会活動など、地域の中小企業・小規模事業者の事業活動支援を中心に商工会議所の目的を達
成するために必要な事業をワンストップ・サービスで実施しています。

　　　入会金無料！

　　年会費は　○ 個人企業の場合　年間2ロ（8,000円）以上
　　　　　　　○ 法人企業の場合　年間5ロ（20,000円）以上

お問合せは　名張商工会議所 まで　〒518-0729　三重県名張市南町822-2
　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL 0595-63-0080 / FAX 0595-64-3211
　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail : ncci@nabari.or.jp　 URL : http://www.nabari.or.jp/

〜 非会員事業所をご紹介ください 〜商工会議所会員増強運動実施中

～ 共済加入促進キャンペーン実施中！！ ～
会員の皆様とともに歩む福祉共済制度です

アクサ生命保険㈱推進員一同
「私達にご相談ください !!」


